
関東大学サッカーリーグ戦。いよいよ開幕！ 
今週ついに、JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカー

リーグ戦・2 部リーグが幕を開ける。今季は都県リーグから朝鮮

大と東海大が 1 年での関東リーグ復帰を果たし、2 部リーグを

盛り上げる。朝鮮大は、昨季優勝争いに絡み続けながらもあと

一歩のところで昇格を逃した関学大との対戦。東海大が戦うの

は青学大。青学大は昨年までコーチを務めた福永氏が監督

に就任し、新たな体制で飛躍を狙う。 

 一方 1 部リーグから降格してきたのは筑波大と東国大。筑波

大は屈辱の初降格、東国大は 1年での 2部降格とそれぞれの

悔しさを胸に、舞台を移しリベンジを誓う。筑波大は冬の高校

選手権の決勝を戦った前橋育英高と星稜高の両キャプテンが

加入。新入生の活躍にも期待がかかる。 

 また、昨季 2 部リーグトップの得点数を記録した東洋大の遊

馬将也(4 年)にも注目だ。今季キャプテンマークを背負う彼の

得点力は東洋大を悲願の 1部リーグ昇格へ導けるか。 

 優勝・昇格・降格と 3 つの争いが存在する 2 部リーグ。勝ち

点 1 が命取りとなりうる長丁場の中、スタートダッシュに成功す

るのはどの大学だろうか。いよいよ戦いの火蓋が切って落とさ

れる！ 

 

激戦のリーグ戦、優勝は専大、明大、順大？ 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 日程表［2部］ 
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チーム名 筑波大 東国大 東洋大 関学大 青学大 拓　大 日体大 日　大 東学大 産能大 朝鮮大 東海大
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点

筑波大 5月9日 6月13日 5月17日 5月23日 5月6日 4月26日 5月2日 4月5日 4月15日 4月11日 4月19日

東国大 たつのこ 5月6日 5月23日 6月13日 5月17日 4月15日 4月5日 4月25日 5月2日 4月19日 4月11日

東洋大 流経大G 川口 5月9日 5月17日 4月5日 5月24日 4月26日 4月12日 4月19日 5月2日 4月15日

関学大 東海大G 川口 保土ケ谷 4月15日 5月2日 6月13日 5月5日 4月19日 4月12日 4月25日 4月5日

青学大 たつのこ 東国大G 東国大G 朝鮮大G 5月9日 4月11日 4月19日 5月5日 4月26日 4月5日 5月2日

拓　大 筑波大G 東国大G 東国大G 保土ケ谷 保土ケ谷 4月19日 4月12日 6月14日 5月24日 4月15日 4月26日

日体大 日体大G 埼スタ3 千葉東総 日体大G 保土ケ谷 東海大G 5月9日 5月2日 4月5日 5月17日 5月5日

日　大 産能大G 東国大G 東洋大G 横須賀 東洋大G 駒沢第二 BMWス 4月15日 5月17日 6月14日 5月24日

東学大 筑波大G 東国大G 駒沢第二 朝鮮大G 荻野 早大G 東洋大G 埼スタ3 5月10日 5月24日 5月17日

産能大 筑波大G 産能大G 東洋大G ゼットエー 日体大G 多摩陸 筑波大G 日体大G 朝鮮大G 5月6日 6月14日

朝鮮大 たつのこ 朝鮮大G 東洋大G 東国大G 朝鮮大G 朝鮮大G 日体大G 朝鮮大G 東海大G 筑波大G 5月10日

東海大 東海大G たつのこ 筑波大G 朝鮮大G 保土ケ谷 東洋大G 荻野 東海大G 東海大G 東海大G 朝鮮大G
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4月5日（日）

11:30

筑波大Ｇ

4月5日（日）

13:50

筑波大Ｇ

4月5日（日）

11:30

東国大Ｇ

浦野悟（産業能率大・MF ・4年）
　リーグ初戦はシーズン全体の勢いをつ
けるという意味で重要視されがちです。
しかし私たちは、挑戦者という立場を忘
れることなく、目の前の一戦に勝つこと
に集中して望みます。メンバーだけでな
く、チーム全体での勝利を目指します。

昨年の対戦：前期／日体大4-1産能大、後期／日体大2-1産能大

日本体育大学 VS 産業能率大学
高野次郎（日本体育大・DF ・4年）
　昨年は7位という結果で目標の1部昇格を果
たす事が出来ませんでした。今季からは鈴木
政一監督を迎えて新体制となりクリエイティ
ブでアグレッシブな攻撃サッカーをスローガ
ンに一人一人がピッチの上で躍動し、開幕戦
を勝利で飾りたいと思います。

　昨季、3年ぶりに戦うことになった2部リーグで7位に終
わった日体大。最終節ではホームグラウンドで法大に敗れ
1部昇格を決められるなど、屈辱のシーズンとなってし
まった。今季は4年前に就任1年目で1部昇格を果たした鈴
木政一監督が復帰し、再スタートを切る。アグレッシブな
サッカーで、昨季の課題であった得点力不足を克服し、上
位に絡んでいきたい。
　対するのは、関東リーグ初挑戦のシーズンを劇的な逆転
残留で締めくくった産能大だ。残り3節での最下位から、3
連勝を飾って10位でフィニッシュ。大量失点のゲームも多
かったが、心身ともにブレることなく自分たちから仕掛け
るサッカーで挑み続け、上位チームと点の取り合いも演じ
た。今季もその経験と自信をベースに、リーグをかき回す
「台風の目」となれるか。

昨年の対戦：前期／東洋大0-2拓大、後期／東洋大2-4拓大

筑波大学 VS 東京学芸大学
早川史哉（筑波大・DF ・4年）
　開幕までの練習で積み重ねてきたことを試
合で出し目標である2部リーグ優勝に向けて一
つ一つの試合を全力で戦います。またリーグ
戦を通じ選手個人としてもチームとしても逞
しく成長できるように頑張ります。応援よろ
しくお願いします。

菅佑也（東京学芸大・MF ・4年）
　不安と期待が錯綜する中、いよいよ関
東リーグの開幕を迎えました。初戦か
ら、集中応援で待ち構える筑波大学とタ
フな相手となりますが、この国公立ダー
ビーを制し、前期のリーグ戦を駆け抜け
ていきたいと思います。

昨年のリーグ戦での対戦はなし
出場停止：安藤　裕麻（東学大）

東洋大学 VS 拓殖大学
　1部リーグから1年で降格してきた昨季、最終的には勝点
2差の2部3位で再昇格はならなかった東洋大。前期7位とい
う遅れを巻き返した後期の活躍があっただけに、惜しい
シーズンであった。しかし、その中で成長を見せたFW遊馬
将也（4年）・FW仙頭啓矢（3年）らが今季、前線で攻撃を
引っ張るであろう。来季の創部50周年を1部で迎えるため
の戦いが始まる。
　一方の拓大も、昨季は序盤の出遅れを徐々に巻き返して
躍進を見せたチームだ。攻守にわたってちぐはぐさが目立
ち、開幕3連敗を喫したものの、運動量を取り戻してから
は持ち前の攻撃力も戻り、一時は昇格争いに絡む位置に。
最終的には6位に終わったが、若いチームが得た昨季の自
信を、今季どれだけ実力として自分たちのものにできてい
るか。

　今季の2部リーグで最も注目されるのが、筑波大の存在
だろう。戦後初めて1部リーグから陥落してしまった伝統
校が、2部リーグでどのように戦うのか、否が応にも注目
が集まる。まずは昨季、崩壊してしまった守備の再構築を
図ったうえで、厳しいであろうライバルチームのマークを
振り切り勝星を重ねていけるのか。2部リーグの戦い方の
早期把握が鍵を握る。
　対する東学大も、昨季は9位という想定外の結果に終
わってしまった。檜山康監督を迎えて再起を狙ったシーズ
ンであったが、最終的に得点数がリーグワースト2位タイ
と得点力不足に苦しみ、わずか6勝にとどまった。今季は
チームスローガンに「追求」を掲げ、結果にこだわるリー
グ戦を目指す。2年連続下位グループに甘んじた雪辱を晴
らすシーズンとすることができるか。

遊馬将也（東洋大・FW ・4年）
　昨年は後一歩のところで一部昇格を逃しま
した。この悔しさは新チームになってから再
認識しました。今日の試合相手、拓殖大は昨
年一勝もしていません。もう負けるのはこり
ごりです。開幕から東洋らしいサッカーで見
ている人を楽しませます。

小畠俊貴（拓殖大・MF ・4年）
　今年はチームが一新し、昇格に向けての新
たな1ページ目となるように、目の前の試合を
全力で走りきり、チーム全員で勝利を掴みま
す。また、応援してくれる仲間や指導してく
ださるスタッフ、観に来てくれた方々に感動
を与えられるように最後まで頑張ります。



4月5日（日）

13:50

東国大Ｇ

4月5日（日）

11:30

朝鮮大Ｇ

4月5日（日）

13:50

朝鮮大Ｇ

高山慎也（日本大・MF ・4年）
　今シーズンは年間を通していい結果を
出し続けられるようにしたいと思いま
す。チームは開幕に向け士気が高まって
おり、まずは目の前の開幕戦で勝ち点3
を取れるようにいい準備をしたいです。

昨年のリーグ戦での対戦はなし
出場停止：国井　拓也（東国大）

関東学院大学 VS 東海大学

　2013年シーズン、関東リーグ初挑戦の年に史上初、2部
リーグをわずか1年で駆け抜けていった東国大だったが、1
部リーグでの挑戦は1年で跳ね返された。再び2部を戦う今
季は、真価を問われるシーズンとも言える。鋭い攻守の切
り替えと決定力の高さを武器とした2年前に比べ、1部で苦
しんだ1年間の経験がどのように上積みされているか。注
目したい。
　一方の日大は昨季、東京都リーグから1年で関東2部に復
帰し上位を目指したが、最終的には残留を回避する“守
り”の戦いを余儀なくされてしまった。前期から、前線の
スピードを生かした攻撃力も見せたものの、連敗で自らリ
ズムを崩した。2部の下位に甘んじ、東京都リーグとの行
き来も多くなってしまっている昨今だが、今季こそ上位争
いに顔を出していきたいところだ。

東京国際大学 VS 日本大学
鈴木涼太（東京国際大・DF ・4年）
　我々は昨季1部の厳しさにさらされ、
12位という不甲斐ない成績に終わってし
まいました。2部でも厳しい闘いが待っ
ていると思いますが、部員全員で闘い抜
き1年で1部に復帰できるように頑張りま
す。

　関東リーグ昇格から5年目の昨季21節、初めて「この試
合に勝てば1部昇格」という試合を経験した関学大だった
が、結果的には4位に終わり悲願を逃した。それだけに、
今季に賭ける意気込みは強いはず。主力選手がほとんど残
る戦力は経験も実力も着実に付けてきた面々だが、昨季の
ように1試合1試合内容を追及しながら、明確に1部昇格を
目指して結果を積み上げられるか。
　一方の東海大は今季、2年ぶりに関東２部を戦う。一昨
年の不振で久々の神奈川県リーグ降格となったが、実力差
のある県リーグをしっかり勝ち抜き、関東大会も危なげな
く勝利して1年で関東リーグに復帰した。チームとしての
再スタートを図った昨季はほとんど3年生以下でチームを
構成。今季を視野に入れて戦ってきただけに、“復帰組”
ではあるが2部上位進出を目論む。

　昨年、一昨年と連続5位の青学大。昇格争いに顔を出し
つつも、終盤で離されるという展開が続いている。また、
大勝や大敗が多いためリーグ期間中の波が大きく、安定感
に欠ける印象だ。今季は福永泰氏が監督に昇任し、名実と
もにチームを率いる。持ち前の攻撃力を発揮しつつ、攻守
のバランスを保って安定感のある戦いができるかどうか。
　対する朝鮮大は、東京都リーグ降格から1年で関東2部に
戻ってきた。しかしその1年は苦難の連続であった。結果
的に優勝したものの、都リーグは勝点で3チームが並んだ
得失点差での結果。関東大会は参入決定戦で、後半アディ
ショナルタイムの奇跡の同点劇からPK戦で昇格を決めた。
その苦労を糧に、再び挑む関東の舞台で旋風を起こせる
か。

昨年のリーグ戦での対戦はなし

昨年のリーグ戦での対戦はなし
出場停止：佐藤　元紀（東海大）

青山学院大学 VS 朝鮮大学校
石原良将（青山学院大・DF ・4年）
　今シーズン青学は変わります。結果にこだ
わり、強い意志と覚悟を持って挑み、掴み取
ります。前期、我々はグラウンドの大規模な
改修工事に伴い、グラウンドを転々としなが
らの戦いとなります。その中で成長し強くな
る姿を、どうぞお見逃しなく。

李在根（朝鮮大学校・GK ・4年）
　久しぶりに関東2部でプレーできる喜びを噛
み締めてチーム一丸となり謙虚に献身的に戦
いどこのチームよりも走り闘志むきだして魂
でぶつかっていきたいと思います。「PRIDE
of Korea」を胸に刻み込み朝鮮大旋風を巻き
起こしたいと思います。

寺沢優太（関東学院大・GK ・4年）
　昨シーズンは昇格の座を奪うことがで
きずチーム全員が苦しい思いを経験しま
した。その思いを忘れず支えてくださる
方々に「一部昇格」という結果で恩返し
できるよう戦います。

木村竜也（東海大・DF ・4年）
　開幕戦は、今シーズンを戦っていくう
えで、とても重要な意味をもっていま
す。勢いをつけるためには勝ち点3が必
要です。内容はもちろんですが、結果を
第一に考え90分プレーします。



 

 
 

 

 

 

 

☆大会公式プログラム 販売中☆ 

本リーグ戦の大会公式プログラムをゲートにて 

1000 円(KUSS 会員 800 円)で販売しております！ 

24 大学すべての登録メンバーのプロフィールや 

福島春樹（専大・浦和レッズ来季内定）と 

湯澤聖人（流経大・柏レイソル来季内定） 

のスペシャル対談も！ 

大学サッカーをもっと楽しみたい人には 

マストアイテム♥ 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

＊集中応援 情報＊ 

☆日本大学 

４月１２日（日）11:30Kick off 

vs 拓殖大学 

＠駒沢オリンピック公園 

総合運動場第二球技場 

〈イベント内容〉 

・エスコートキッズ 

 


